
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年度は１月にもう１回予定しているので、次回もお見逃しなく（＾＾）/ 

 千葉県手話サークル連絡協議会 
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デフリンピック新春イベント 

令和６年度、３回目のデフリンピック気運醸成イベント（新春イベント） 

が１月２５日に千葉聴覚障害者センターで開催されました。 

 このデフリンピックを機に、千葉ろう学校での取り組みや、デフリンピ

ックに期待すること、どんなレガシーを残すかなど、多岐に渡る内容を 

それぞれの講師によるミニ講演や対談から学ぶ事が出来ました。 

 また、デフリンピックに欠かせないスタートランプの、制作の裏ドラマ

を映像で見る事ができて、あっという間の 3時間でした。 

 流山市手話サークル連絡協議会による「しゅわしゅわデフリンピック」

の手話ダンスも披露され、集まった１００人を超える観客も一緒に手を

動かすなどして大盛り上がり！今回も県サ連役員から、裏方として協力

できてＨAPPYでした（＾＾）/ 

配付された 

イベントプログラム☞ 

 

☝☝来場者に配られた 

ピンバッジ 

全国手話サークル情報懇談会 Zoomウェビナーで全国をつなぐ 

 地域に根ざした取り組み報告を聞く

機会を、今回初めて各都道府県サ連

役員だけでなく、一般参加も受け付け

たところ、２１の都道府県から１５０名

近くの視聴申し込みがあったみたい 

 

当日は報告会だけでなく、群馬大学の 

金澤教授による「手話サークルの今後 

の展望について」のミニ講演もあり、 

参加者からは「大変興味深かった」と 

の声も・・・ 

 

その２つの手話サークル、 

熊本県手話サークル「わか

ぎ」人吉・球磨グループと北

海道石狩市の「石狩ひまわり

手輪の会」、そして東京都手

話サークル連絡協議会（都サ

連）の協力により、Zoom ウ

ェビナーを使った受賞報告

会が開催されたんだ 

 

 

  Zoom 画面には、報告者、司会者、

情報保障として手話通訳者が並び、そ

の映像は視聴申込者へ期間限定で配

信もされました。 

日本聴力障害新聞１月号に、

ソロプチミスト日本財団から

「社会ボランティア賞」を２つ

の手話サークルが受賞した

と掲載されていたね 

 

 

 

 

 

 

 裏表紙には千葉

ろう学校公認 

デフリンピック 

応援キャラクター

のミミゾウ君 

☟☟ 
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県サ連ホームページ http://www.kensaren.sakura.ne.jp/ 

発 行：千葉県手話サークル連絡協議会 責任者：外口晴久 

第６回役員会議３月９日（日）県センターにて予定 

総会準備、その他 

 サークル紹介 

流山市には現在手話サークルが３つあります。 

126号で紹介された「さつきの会」についで2番目に

古い「木の会」の紹介です。 

 

設立は、１９９２年（平成４

年）です。始めは、「南流山手

話勉強会」という名で発足し

ましたが、手話講習会のあっ

た木曜日に集まるという事で 

川根三男さん（当時千葉県ろうあ団体連合会会長）と

ご相談し、流山市手話サークル「木の会」となりまし

た。 

 

現在会員は３０名ほど 

です。昼間仕事や学業を 

持っていての参加も多く、 

残業や家庭の都合等で 

例会への参加が難しい会員もいます。南流山センター

で毎週木曜日１９時～２１時までの例会には常時ろう

者も合わせて２０人程集まっています。 

 

例会の内容は、ろう者に手話単語、ろう文化、ろう

者の歴史などを伝えてもらう、会員が考えた手話を使

ったゲームや、ろう者を交えてのフリートーク、新型コ

ロナの感染が落ち着いてからは、簡単な料理やお菓子

を持ち寄ってお茶会をしたりして、ろう者や会員間の

交流を深めています。 

年間行事としては、デフ協会とサ連がともに参加す

る、市民まつり、お楽しみ会、木の会として納涼会、講

師を招いて講演会などを行っています。時には他サー

クルが企画した野外活動に参加する事もあります。 

 

市内サークルで唯一、ホームページを持っています

が活用しきれてないのが課題です。 

 

 

令和５年３月に創立３０周年の記念行事を開催、記念

誌、記念品等を作りました。本当は前年が３０年目でし

たが、コロナ禍という事で１年 

延期し、木の会会員を中心とし 

て日頃ともに活動している 

デフ協会、市内他サークルの 

会長、通研流山班の班長、 

中難の会・中難者とともに歩む 

会の各代表にご参加いただき、 

座談会やゲームを行い、とても 

温かい催しとなりました。 

 

 

流山市では、平成３１年４月に「流山市手話言語の普

及の促進に関する条例」が施行されました。その年から

「流山手話フェスタ」を毎年開催し、今年で5回目となり

ました。今年は前年に引き続きデフリンピックをテーマ

に掲げ、市民に普及しようと努めています。 

いよいよ１１月に東京デフリンピック２０２５が開催さ

れます。手話サークル員として、このような機会に携 

われることを 

とてもうれしく 

思います。 

一般の方にも 

手話を知って 

いただき、 

ろう者を知って 

いただき、 

デフリンピック 

の成功を祈りた 

いと思います。 

 

））） 

特集 26 号 
北総ブロック流山市 

木の会の巻～♪ 

  

 
        ☝今年の新年会の様子 

 

 

 

 
☝３０周年記念誌と記念品 

http://www.kensaren.sakura.ne.jp/

